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事務事業進捗報告シート

51 ~

１　事務事業の基本情報

２　成果指標の目標及び実績

３　事業成果の振返り

令和7年度

事務事業名 選挙啓発事業 事業期間 昭和

基本事業 経営の仕組みの充実

事業概要・目的
日常において、選挙啓発を行うことで政治への関心を高め、明るく正しい選挙への意識の向上を図る。特に、将来
有権者となる世代を対象として、政治に関心を持ち、選挙に関する知識を得るきっかけ作りを行う。

事業の対象者 佐賀市の有権者及び今後有権者になる者

年度

担当部署・係名 選挙管理委員会事務局 担当課⾧名 松本　雅行

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される行政経営が行われているまち    

施策 33効果的・効率的な行政経営の推進

・小学校、中学校、高等学校を対象とした明るい選挙啓発ポスターコンクールの実施
・主権者教育事業（中学校、高等学校等で行われる生徒会役員選挙の際の、投票箱、記載台の貸し出し及び
出前講座）の実施
・満18歳に到達した新有権者への啓発チラシの送付

令和6年度
主な活動実績

決算の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない
区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

うち佐賀市の
負担額

497 548 458 520 490

　　事業総額 497 548 458 520 490

成果指標① 単位

ポスター応募作品点数 点

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

60
70 80 85 90

121 219 46 56

成果指標② 単位

主権者教育を実施した高校の延べ数（R2は参考値） 校

R2 実績 R3
目標

R4
目標

R5
目標

R6
目標

実績 実績 実績 実績

成果目標の達成状況 成果目標の達成状況に対する分析

②概ね達成している
ポスター応募数については、前年度と比べて若干の増加となった。主権者教育についても、高校
での実績は前年度と比べると減少しているが、議場見学に訪れた小学生向けに講話を行ったり、
市内の短大へも講義に出向くなど全体としては同じ程度の成果を上げることができた。

今後の改善策、対応策等

今後も、より積極的に直接学校に出向き、ポスターコンクールへの応募や主権者教育等への依頼を行い、将来有権者となる世代が
政治等に関心を持つきっかけ作りとなるように働きかけていく。
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事務事業実績報告シート

6 ~ 6

１　事務事業の基本情報

２　事業の活動実績

３　活動実績の推移に関する分析及び今後の見込み

令和7年度

事務事業名 衆議院議員選挙執行費 事業期間 令和 年度

担当部署・係名 選挙管理委員会事務局 担当課⾧名 松本　雅行

令和

基本事業 経営の仕組みの充実

事業概要・目的
衆議院の解散（令和６年１０月９日）による第５０回衆議院議員総選挙及び最高裁判所裁判官国民審
査の執行

事業の対象者 佐賀市の有権者及び佐賀県第１区選挙区立候補者並びに比例代表立候補者

総合計画に
おける位置づけ

政策 効果的・効率的で信頼される行政経営が行われているまち    

施策 33効果的・効率的な行政経営の推進

根拠法令等 公職選挙法、公職選挙法施行令

決算額の推移（単位　千円）　　※職員人件費は含まない

区分 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度

0

　　事業費総額 69,994 68,882
うち佐賀市の
負担額

0

活動実績① 単位

投票所設置数（期日前投票を含む） 箇所

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

55 55

107,900

公職選挙法等に基づき、選挙の管理執行（期日前及び当日投票所の設置等）、選挙啓発（市報選挙特集号作成等）を
行った。公平、公正な選挙の執行に今後も努めていく。

市報さが選挙特集号の作成数 冊

R2実績 R3実績 R4実績 R5実績 R6実績

107,000

活動実績② 単位
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